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と
す
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加
藤
学
長
は、

遠
藤
隆
吉
に
よ
る
巣
鴨
学
園、

巣
鴨
高
荷
以
来
の
建
学
の
理
念
の
再
発
見
を

通
し
で 、

わ
が
国
の
大
学
そ
の
も
の
の
再
創
造
を
め
ざ
し
て
い
る
と、

み
る
べ
き
だ
ろ
う。
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一

九
三
六
年
長
野
生
ま
れ。

六
O
年
東
京
外
国
短
大
学
中
国
科

卒
業。

六
六
年
東
京
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
国
際
関
係
論
問

士
銀
程
中
退。

六
O
年
世
界
経
済
研
究
所
所
員。

七
七
年
1

東

京
外
国
露
大
学
教
夜。

九
五
年
東
京
外
国
箆
大
学
学
長
に
就
任
し、

現
在
に
至
る。

六
九
年
か
ら
一

年
半、

外
務
省
符
別
研
究
員
と
し
て
を
香
港。

七
七
年
か
ら
一

年
間
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
客
員
教
後。

八

O
年
フ
ラ
ン
ス
国
立
国
際
関
係
セ
ン
タ
ー
兼
パ
リ
政
治
学
院
客
員

教
授。

九
二
年
か
ら
一

年
間
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
デ
ィ
エ

ゴ
校
大
学
院
客
員
教
団伐
を
務
め
る。

社
会
学
博
士。

九
八
年
よ
り
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
交
派
出回
術
｛
U
M
A
P｝

事

務
総
長。

国
立
大
学
協
会
副
会
長。

主一
者
に
『
中
ソ
対
立
と
現
代』
『
現
代
中
国
論』
『
北
京
烈
烈』

『
包
際
関
係
論』
『
香
港

移
り
行
く
都
市
国
家』
『
香
浴
回
帰』

な
ど
が
あ
る。

外
国
語
で
の
著
作
も
多
数。
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永
遠
の
課
題
「
語
学
か
フ
ォ
！
リ
ン
・

ス
タ
デ
ィ
！
ズ
か
」

ー上東
京
外
国
語
大
学の
英
訳が
「
ト
ウ
キョ
ウ・
ユ
ニ
パ
lシ
ティ・
オ
プ・
フォ
l
リン・
ス
タ
ディ
lズ」

だ
とい
うこ
と
を
知ら
なかっ
た
の
で
すが、
こ
れ
はい
つ
か
ら
で
すか。

中
嶋
新
制
大
学に
なっ
た
と
きか
ら
で
す。
当
時の
G
H
Qの
強い
コ
ミッ
ト
メン
ト
が
あっ
て
英
語
名が
ま
ず
決

まっ
た
よ
うで
す。
当
時、
外
事
専
門
学
校とい
う
名
称で
し
たが、
日
本
語の
大
学
名に
つい
て
は、
外
事
大
学と

い
うの
は
ど
うか
とい
う
案も
あっ
た
よ
うで
すが、
外
事とい
う
言
葉が
馴
染ま
ない
とい
うこ
と
も
あっ
て、
結

局、
明治六
年
以
来の
東
京
外
国
語
学
校の
名
前か
ら
東
京
外
国
語
大
学に
なっ
た
の
で
す。
しか
し、
こ
こ
に
は
非

常に
重
要な
問
題が
含
ま
れ
てい
ま
し
て、
語
学を
中
心と
す
る
勾か、
地
域
研
究や
国
際
関
係
論
の
よ
うなフォ
l

リン・
ス
タ
ディ
lズ
を
中
心と
す
るか、
常に
学
内の
論
争や
潜
在
的
対立に
なっ
てい
ま
す。
こ
の
し
が
ら
み
を

ど
う
吹っ
切るか
が、
い
ま、
当
面
す
る
重
要な
問
題だ
と
私は
思っ
てい
ま
す。

｜｜語
学と
国
際
関
係の
ウェ
ー
ト
は
変わっ
て
き
てい
る
の
で
すか。

中
嶋
学
部の
学生
数は、
従
来か
ら
国
際
関
係
専
修の
ほ
うが
多い
の
で
す。
た
だ、
教
官の
比
率は
逆
転し
てい

ま
す。
とい
うの
は、
一
つ
の
言
葉を
立
ち
上
げて
教
え
る
に
は
最
低三
人の
教
官が
必
要で
す。
い
ま二
六
の
専
攻

語が
あ
り
ま
ずか
ら、
そ
れ
だ
け
で
も
たい
へ
ん
な
教
官
数に
な
り
ま
す。
そ
れ
で、
平
成七
年に
学
部
改
革をや
り

ま
し
て、
三コ
lス
制に
し
て
七
課
程に
し
ま
し
た。
言
語・
情
報、
総
合
文
化、
地
域・
国
際の三
つ
で
す。
教
官

組
織も
そ
れ
に
合わせ
て
三
大
講
座に
分け
ま
し
た。
学生は
最
初の二
年
間で
語
学と
そ
の
地
域を
中
心に
学び、

後
期二
年
間は
専
門
中
心に
ディ
シ
プ
リン
を
学べ
る
よ
うに
し
た
わ
け
で
す。

｜｜学生は
ど
れ
で
も
自
由に
選
択で
き
る
わ
けで
すか。

中
崎
はい。
し
か
し
ど
うし
て
も
地
域・
国
際コ
！ス
が
多く
なっ
て
し
ま
う。
学生
のニ
ーズ
と
大
学の
教
官の

構
成と
の
聞に
は
ギャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す。
とい
うこ
と
は、
大
学が
社会のニ
lズ
に
応
えてい
ない
とい
うこ
と

に
も
な
る
わ
け
で、
こ
こ
を
何と
か
埋
め
な
くて
は
な
ら
ない
と
思っ
てい
ま
す。

単
科
大
学
の
運
営
は
学
部
間
競
争
が
な
い
ぶ
ん
難
し
い

ll大
学
審
答
申で
は、
学
長が
人
事に
つい
て
も
あ
る
程
度の
権限を
もっ
て、
大
局
的な
判
断が
で
きる
よ
う

に
する
と
言っ
てい
ま
すが。

中
嶋
そ
うし
て
ほ
しい
け
れ
ど
も
実
質
的に
は
難しい
で
しょ
う。
学長は
選
挙で
選
ば
れ
る
わ
けで、
も
し
学長

が
勝
手なこ
と
を
やっ
た
ら、
次の
選
挙で
落と
し
て
もい
い
し、
リコ
ール
も
で
き
る
わ
け
で
す。
選
ば
れ
たか
ぎ

りは
学長に
あ
る
程
度は
任せ
る
とい
う
姿
勢が
ない
と、
全
体の
改
革は
で
き
ませ
ん
ね。
現
実に
は
皆、
個々
の

細かい
既
得
権の
とこ
ろ
に
し
か
目が
行か
ない
で
自己
主
張し
てい
る。
大
学とい
う
の
は、
そ
うい
う
意
味で
は

競
争
原
理が
うま
く
働か
ない
とこ
ろ
で
すね。

｜｜総
合
大
学よ
り
も
や
りや
すい
ん
じゃ
ない
で
すか。

中
嶋
い
やい
や、
単
科
大
学の
人
文・
社会
系が一
番
大
変じゃ
ない
か
と
思い
ま
すね。
総
合
大
学に
は、
ま
だ

学
部バ
ラン
ス
とい
う
も
の
が
あ
りま
す。
そ
れか
ら
本
当は
事
務
官の
任用に
も、
学長の
権限が
あ
る
とい
い
の

で
すが。
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il国
際
的に
聞か
れ
た
大
学で
すか
ら、
職
員の
役
割も
重
要に
な
りま
すね。

中
嶋
最
近
何
人か
出て
き
まし
た
が、
外
国
語の
運
用
能
力を
もっ
てい
る
職
員は
き
わ
め
て
少ない
で
すね。
も

う
少し
採
用に
融
通が
き
く
とい
い
で
すね。

欧
米
に
は
な
い
外
国
語
大
学
卒
と
し
て
の
悩
み

｜｜外
国
語
大
学とい
うの
は
中
国な
ど
に
は
あ
りま
す
け
れ
ど
も、
欧
米で
は
ご
く
少ない
よ
うに
思い
ま
すが。

中
崎
そ
うで
す。
一
般
的に
は
欧
米に
は
外
国
語
専
門の
大
学とい
うの
は
存
在し
ない
と
思い
ま
す。
普
通、
大

学の
なか
に
は
集
中
的に
語
学の
トレ
ーニ
ン
グ
を
す
る
とこ
ろ
があっ
て、
そ亡
で
習
得し
た
語
学を
武器に
専
門

を
学ぶ
わ
け
で
す。
とこ
ろが、
日
本で
は
東
京
外
国
語
大
学のル
lツ
に
あた
る
著
書
調
所が
安
政四
年に一
九二

名の
生
徒
募
集をし
てい
る
ん
で
すが、
そ
れ
は
翻
訳、
通訳
養
成の
た
め
で
す。
文
明
開
化
以
来、
語
学を
学ぶ
こ

と
そ
れ
自
体が
学
問だっ
た
わ
け
で
す。
欧
米に
は
そ
の
必
要
性は
必
ずし
も
あ
りませ
ん
で
し
た。

実は、
そ
のこ
と
が、
外
国に
行っ
た
場
合、
卒
業生に
大き
な
問
題と
なっ
てい
る
の
で
す。
こ
の
間、
私はニ

ュ
ーヨ
ー
ク
で
卒
業生
の
集ま
りに
出た
ん
で
すが、
国
際
弁
護士や
会
計
士
を
さ
れ
てい
る
卒
業生が、
ア
メ
リカ

のピ
ザ
を
取る
と
きに
非
常に
苦
労し
た
とい
うの
で
す。
企
業や
大
学に
勤め
てい
る
場
合は
問題ない
の
で
すが、

個
人と
し
て
経
歴を
審
査さ
れ
る
場
合、
東
京
外
国
語
大
学の
カ
リ
キュ
ラム
で
は、
ア
メ
リカ
で
は
専
門
的な
職
業

に
就
く
経
歴と
は
み
な
さ
れ
ない
とい
うの
で
す。
た
ん
に
言
葉を
習
得し
た
だ
け
とし
て一
段
低
く
み
ら
れ
て
苦
労

し
た
とい
うの
で
す。
企
業に
入っ
て
も
語
学の
専
門
家と
み
ら
れ
て、
商
社や
銀
行で
は
海
外
支
店
長ど
ま
りで、

なか
なか
トッ
プ
に
立
て
ない
とい
う
の
が
卒
業
生
の
ジレ
ン
マ
で
すね。
や
は
り、
「ユ
ニ
パ
lシ
ティ」
を
め
ざ

す
な
ら
ば
語
学か
ら
脱
皮し
な
く
て
は
な
ら
ない
と、
個
人
的に
は
思っ
てい
ま
す。

il学
生は
そ
のこ
と
を、
ど
うと
ら
えてい
る
の
でしょ
うか。

中
嶋
一
昨
年、
全
卒
業生に
アン
ケ
ー
ト
を
実
施し
て、
一
九
九
八
年三
月に
『
卒
業生か
ら
見た
東
京
外
国
語
大

学』
とい
う
報
告
書を
ま
と
め
まし
た。
そこ
で
はい
ろい
ろ
な
意
見が
出て
き
まし
たが、
や
は
り
語
学だ
け
の
大

学で
は
あっ
て
ほ
し
く
ない
とい
うの
が、
一
番
大き
な
意
見で
し
た。
私が
感じ
る
の
は
学生は
非
常に
優
秀な
の

に、
大
学の
カ
リ
キュ
ラム
は
そ
の
優
秀さ
を
十
分に
活か
し
きっ
てい
ない、
か
えっ
て
拘
束し
て
狭め
て
し
まっ

てい
る
とい
うこ
と
な
の
で
す。
し
か
し、
い
ま
日
本に
は
国
際
化の
風が
吹い
て
きてい
ま
す。
や
り
方に
よっ
て

は、
外
大は
国
際
競
争
力を
充
分に
もっ
たユ
ニ
パ
ージ
ティ
に
な
るこ
と
が
で
き
る
と
思
うの
で
す。

｜｜国
際プ
lム
で
「
国
際」
とい
う
名
前が
つい
た
学
部や
大
学が
あ
ちこ
ちに
で
き
まし
たが、
そ
れ
は
外
大

に
とっ
て
よい
こ
と
か
もし
れ
ませ
ん
ね。
国
際
化プ
lム
の
なか
で
特色
を
ど
う
出
すか
が
明確に
なっ
て
き
ま
す。

中
嶋
大き
な
チャ
レ
ン
ジ
を
受け
てい
る
と
思い
ま
すね。
言
語を
核と
し
て、
国
際
的な
知
識を
身に
つ
け、
国

際
社会で
活
蹟
す
る
人
材を
養
成す
る
とい
うの
が
本
学の
建
学の
理
念で
すが、
そ
れ
は
大
学
審
議
会が
「一
二
世

紀の
大
学
像」
とし
て
謹い
始め
てい
るこ
と
で
も
あ
りま
す。
そ
う
す
る
と、
外
大はいっ
たい
何な
のか
とい
う

こ
と
に
な
る
ん
で
す。
し
か
も、
ニ
O
O
O
年の
夏に
は
府
中に
移
転し
ま
す。
で
すか
ら、
早
急に
「ポ
ス
トニ
O

O
O
年の
東
外
大
像」
とい
うも
の
をつ
くっ
て
大
改
革を
する
必
要が
あ
る
と
思っ
てい
ま
す。

．
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－
一

年
間
の
短
期
留
学
受
け
入
れ
制
度
を
ス
タ
ー
ト

－｜私
学の
国
際
関
係の
学
部で
は、
学生
の
短
期
海
外
留
学
制
度をつ
くっ
て、
外
国
語でフィ
ール
ド・
ス
タ

ディ
を
す
る
とこ
ろ
も
増
えて
き
ま
し
たが、
国
立
大
学で
は
そ
の
点ど
うで
しょ
うか。

中
嶋
大
学で
制
度化し
て
はい
ませ
ん
が、
海
外に
出てい
く
学生は
非
常に
多い
で
すね。
う
ちで
は、
語
学に

つい
て一
つ
で
も
不
可を
取る
と
進
級で
き
ない
の
で、
二
割か
ら三
割が
留
年す
るん
で
すが、
留
学の
た
めに
留

年
する
学生
も
非
常に
多く
なっ
てい
ま
す。

｜｜ど
の
く
らい
の
数で
すか。

中
嶋
一
学
年八
O
O
人の
う
ち、
二
O
O
人は
超
え
る
で
しょ
う。

｜｜海
外か
ら
の
留
学生
も
多い
よ
うで
すね。

中
嶋
い
ま、
六
O
O
人で、
全
学生
数の一
三・
五
%
く
らい。
日
本で
最も
留
学生
比
率の
高い
国立
大
学で
す。

｜｜留
学生は
何を
勉
強しに
外
大に
来る
の
で
すか。

中
鶴
一
つ
は、
日
本
語と日
本
文
化
を
学ぶ
日
本
課
程で
すが、
そこ
は一
学
年三
O
人で、
あと
は
必
ずし
も日

本
語で
は
な
くて
さ
ま
ざ
ま
な
学
問で
す。
私が
教
えてい
た
国
際
関
係
論の
ゼミ
も、
半
分は
留
学生で
し
た。

ll日
本
語を
あ
らか
じ
め
勉
強し
て
か
ら、
来る
人た
ちが
多い
の
で
しょ
うか。

中
嶋
こ
れ
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
そ
うで
す。
た
だ、
今
後は
そこ
を
ど
う
す
るか
検
討し
てい
ま
す。
そ
れ
か
ら一
九

九八
年の
秋か
ら
「I
S
E
P
T
UF
S」
（
ZZ3ωEo
s－
ωE
母三
開xn
g口問。
司『omgg
吋o－qo
ca〈号・

巴
ミ
ミ
司05釘コ
盟
邑佐ω）
とい
う、
短
期
留
学
受け
入れ
制
度を
立
ち
上
げ
ま
し
た。
日
本
語と日
本
理
解と
国

際理
解か
ら
な
る
共
通プロ
グ
ラム
と、
留
学生
各
自の
専
門
分
野に
応
じ
た
自主
研
究で
構
成し
た一
年プロ
グ
ラ

ム
で
枠はニ
O
人、
事
前の日
本
語
学
習は
条
件に
し
てい
ませ
ん。

ll上泉
大や
京
大で
も
始まっ
た
短
期
留
学
制
度で
すか。

中
嶋
そ
うで
す。
そ
の
外
大
版で
す。
た
ん
な
る日
本
語
習
得だ
け
で
は
ない
とい
うとこ
ろ
を
強
調し
てい
ま
す。

そ
れか
ら
も
う一
つユ
ニ
ー
ク
な
の
は、
英
語
以
外の
言
葉で
も
良し
と
し
たこ
と
で、
こ
れ
は
外
大だか
ら
で
き
る

こ
と
で
す。

｜｜学生は
ど
ん
な
とこ
ろか
ら
来てい
ま
すか。

中
嶋
アジ
ア
は
む
し
ろ
少な
く
て、
欧
米、
中
央アジ
ア、
東
欧、
メ
キシコ、
ブ
ラ
ジル
な
ど、
さ
ま
ざ
ま
な
地

域か
ら
来てい
ま
す。

ll私は
東
大にい
た
と
きか
ら
不
思
議に
思っ
てい
た
の
で
すが、
外
国
人
学生
を
受け
入れ
るプロ
グ
ラム
は

い
ろい
ろ
あ
る
の
に、
日
本の
国立
大
学か
ら
海
外に
送
り
出
すプロ
グ
ラム
は
ほ
と
ん
ど
ない
ん
で
すね。
外
大の

場
合は
ど
うで
すか。

中
嶋
文
部
省
留
学生は一
応、
毎
年ニ
O
名
前
後が
奨
学
金を
受けて
行っ
てい
ま
す。
そ
の
他に
も
さ
ま
ざま
な

奨
学
金を
受け
た
り、
私
費で
行く
学生
も
多い。

｜｜ア
メ
リカ
の
大
学に
あ
る
よ
うな
気
楽に
行け
るジュ
ニ
ア・
イ
ヤ
l・
アブロ
ー
ド・
プロ
グ
ラム
が
あ
る

とい
い
ん
で
す
け
ど
ね。

中
嶋
そ
うで
すね。
う
ちの
場
合は
留
学は
か
な
り
多い
ほ
うだ
と
思い
ま
すが、
そ
れ
で
も
ま
だ
ま
だ
で
すね。

｜｜外
大こ
そ
は、
国
立
大
学で
最も
先
端
的に
国
際
化が
行わ
れ
な
け
れ
ばい
け
ない。
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中
嶋
学
内の
先生
の
意
識は
だい
ぶ
変わっ
て
き
ま
し
た。
一此旦別に
は、
留
学生はお
荷
物だ
とい
う
気
持ちが

あっ
た
の
で
すが、
い
ま
は
留
学生
教
育が
外
大の一
つ
の
特
徴に
なっ
てい
ま
す。
外
国
人
教
師（
客
員
教
官）
も

二
五
人に
な
りま
し
た。
外
国
人
任用
法で
採用
し
てい
る
外
国
人
も
徐々
に
増えてい
ま
す。
そ
の
他、
アジ
ア・

アフ
リカ
言
語
文
化
研
究所に
も、
か
な
り
外
国
人
研
究
員がい
ま
す。
しか
し、
もっ
と
もっ
と
増や
し
たい
で
す

ね。

文
部
省
自
体
が
国
際
化
で
き
て
い
な
い

－｜先
生は
も
と
も
と
国
際
派で
すか
ら、
国
際
化につい
てい
ろい
ろ
や
りたい
こ
と
が
お
あ
りだ
と
思
うの
で

すが、
国立
大
学の
場
合、
どこ
に一
番ネッ
クが
あ
る
と
思わ
れ
ま
すか。

中
嶋
一
つ
は、
文
部
省
自
体が
国
際
化に
対
応し
き
れ
てい
ない
こ
と
で
す。
た
と
え
ば、
留
学生
の
問
題は
学
術

国
際局の
担
当で
すが、
大
学は
高
等
教
育
局の
管
轄で
す。
こ
の
間の
調
整は
ま
だ
不
十
分で
す。
今
度の
大
学
審

議
会の
答
申も一
般
論と
し
て
国
際
化に
触れ
てい
ま
すが、
こ
の
問題の
検
討は
学
術
審
議
会とい
うこ
と
に
なっ

て
し
まい
ま
す。
こ
れ
は
縦
割
りの
弊害で
すね。
留
学生一
O
万
人
計
画といっ
て
も、
本
格
的に
国
際
化を
す
る

に
は、
もっ
と
日
本に
留
学し
や
すい
シ
ス
テム
を
早
急につ
く
ら
な
くて
はい
け
ない
の
で
す。

そ
れ
か
ら、
渡目
前に
留
学
先の
決
定が
で
き
ない
とい
う
問題も
あ
り
ま
す。
ほ
と
ん
ど
の
国
費
留
学生
は、
一

年
間、
東
京
外
大と
大
阪
外
大で
日
本
語
を
学ん
だ
後、
各
国立
大
学に
割
り
振ら
れ
る
わ
けで
す。
しか
し、
国
費

留
学生は
比
較
的
恵まれ
てい
ま
すが、
そ
れ
以
外の
多く
の
留
学生は一
般
的に
は日
本の
どこ
の
大
学に
入れ
る

か
わか
ら
ない
で
飛
行
機に
乗る
わ
け
で、
こ
ん
なこ
と
は
他の
国で
は
あ
り
え
ませ
ん。
留
学生
の
た
め
の日
本
語

能
力
試
験も、
コ
ミュ
ニ
ケ
ーショ
ン
手
段と
し
て
の日
本
語
を
問うの
で
は
な
く
て、
国
語の
問
題に
なっ
てい
る

傾
向が
あ
りま
す。
日
本
国
際
教
育
協会
（A
I
E
J）
の
な
か
に
「日
本
留
学の
た
め
の
新たな
試験」
調
査
研
究

協
力
者
会
議が
設
け
ら
れ、
い
ま
私が
座
長に
なっ
て
抜
本
的な
改
善
策
を
検
討
中で
すが、
そこ
も
直
す
必
要が
あ

る
で
しょ
う。

い
ろい
ろ
あ
げてい
く
と、
こ
れ
は
外
大だ
け
とい
うよ
り
も、
日
本の
留
学生
政
策
を
根
本
的に
考え
直
す
必
要

が
あ
る
とい
うこ
と
に
な
る
の
で
す。
本
来は
外
大の
場
合、
三
分の一
は
外
国
人
学生や
外
国
人
教
員で
もい
い
の

で
す。
そ
れが
国
立
大
学で
最も
多い
東
外
大で
も
現
状一
三・
五
%とい
うこ
と
は、
日
本の
大
学がい
か
に
純血

主
義でホモ
ジェ
ニ
ティ
が
高い
か
とい
うこ
と
に
な
ゲ
ま
す。
今
後の
大き
な
課
題で
すね。

教
授
会
は
六
時
間
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
る

｜｜外
語
大は
大
学
審答
申に
先駆
け
て、
組
織
面で
もい
ろい
ろ
新しい
こ
と
を
やっ
てお
ら
れ
ま
すが、
諮
問

委
員会とい
う
も
の
もつ
く
ら
れ
た
の
で
すね。

中
嶋
北
陸
先
端
科
学技
術
大
学
院
大
学や、
筑
波
大
学の
よ
うな
新
構
想
大
学に
は
あ
るん
で
す
け
れ
ど
も、
そ
れ

以
外の
国
立
大で
は
初め
て
だ
と
思い
ま
す。
今
年
度か
らス
タ
ー
ト
し
ま
し
た。
梅
樟
忠
夫さ
ん、
ド
ナル
ド・
キ

ーン
さ
ん、
小
林
陽
太
郎さ
ん、
堤
清二
さ
ん
な
ど、
皆さ
んお
忙しい
方々
ば
か
りで
すが、
い
ろい
ろ
意
見をい

た
だ
き
ま
し
た。
年に二
回
く
らい
聞き
たい
と
考えてい
ま
す。
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ーー一
学
部の
大
学といっ
て
も
教
官の
数は二
五
O
人、
副
学
長はい
ない
の
で
すか。

中
嶋
い
ませ
ん。
学
部
長
もい
ない。
教
授会は
学
長が
議
長で
や
り
ま
ずか
ら、
大
変で
すよ。
延々
六
時
間
続

くこ
と
も
あ
り
ま
す。

｜｜学
長が
学
部
長を
兼
任し
てい
る
わ
砂で
すね。

中
嶋
大
学
院の
研
究
科
長や
入
試委
員
会
な
ど、
い
くつ
か
の
委
員
会の
長
も
兼ね
てい
ま
す。
全
部に
接し
て
リ

ー
ダ
ーシッ
プ
を
発
揮し
や
すい
面
も
あ
り
ま
すが、
非
常に
忙しい。

｜｜評
議
員は
選
挙で
すか。

中
嶋
部局
長
以
外は
選
挙で
す。
普
通、
単
科
大
学は
評
議
会
も
ない
の
で
すが、
ア
ジ
ア・
アフ
リカ
言
語
文
化

研
究所が
あ
り
ま
すか
ら、
形の
上で
は、
評
議
会を
意
思
決
定
の最
終
機
関に
し
てい
ま
す。
私が
学長に
なっ
て

か
ら
学
部、
大
学
院、
研
究
所、
留
学
生日
本
語教
育セン
タ
ー
と
四つ
の
部局を
位
置づ
け
て、
セン
タ
ー
長に
も

評
議
員に
なっ
て
も
らい
ま
し
た。
こ
の
評
議
員は
省
令で
認
知さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
て、
慣
行と
し
て
やっ
て
き

た
も
の
を
私が
実
質化し
た
の
で
す。
で
すか
ら、
来
年
度か
ら
副
学
長に
加
えて
学
部
長
を一
人つ
く
れ
ない
か
と

概
算
要求し
たい
と
思い
ま
す。

（
註

平
成
一

二
年
度
よ
り
ニ
人
の
副
学
長
と
学
部
長
が
単
科
大
学
と
し
て
は
例
外
的
に
認
め
ら
れ、

評
議
会
も
正
式
な
も
の
に
な
っ
た｝
。

｜｜運
営の
意
思
決
定は
どこ
で
す
る
の
で
すか。

中
嶋
学
部に
関し
て
は、
学
部
運
営
委
員
会が
あっ
て、

べ
て
教
授
会で
す。

11あ
らか
じ
め
議
論は
し
ない
の
で
すか。

一
応そこ
で
議
論は
し
ま
す
け
れ
ど
も、
最
終
的に
は
す

中
嶋
各
種委
員
会や
運
営
委
員
会で
議
論し
てい
て
も、
最後に
教
授会で
引っ
繰
り
返そ
うと
大
演
説を
す
る
人

がい
る
わ
け
で
す白
人
文・
社会
系は
理
屈
好き
な
人が
多い
か
ら、
時
間が
か
か
り
ま
す。

｜｜単
科
大
学の
管理
運
営
機
構とい
うの
は、
総
合
大
学と
は
別の
問
題が
あ
る
わ
け
で
すねー

中
嶋
難しい
で
すね、
一
元
的な
学
長
体
制が
で
き
るか
ら、
や
り
や
すい
と
はい
うん
で
すが、
や
は
り
ある
種

の
集
団
指
導の
運
営
体
制が
で
き
た
ほ
うがい
い
と、
私は
思い
ま
す。

｜｜学
長に
任せ
ておい
て、
文
句だ
けい
うとい
うこ
と
に
な
りが
ちで
すし
ね
（
笑）。

一

年
制
の
夜
間
主
大
学
院
コ

l
ス
を
ρ
く
り
た
い

ーーさ
き
ほ
ど、
語
学だ
け
で
は
困
る
とい
う
卒
業
生
の
声を
伺い
ま
し
たが、
し
か
し
同
時に、
本
格
的な
語
学

の
達人、
た
と
え
ば
同
時
通訳が
で
き
る
よ
うな
人
材の
養
成とい
うこ
と
も、
必
要で
は
ない
の
で
しょ
うか。

中
嶋
一
般
的に
は、
語
学
系の
先生は、
通訳
養
成な
ど
は
大
学で
や
るこ
と
で
は
ない
とい
う
意
識で
す。
そ
の

意
見も
わか
る
け
れ
ど
も、
私は
や
は
り
同
時
通訳コ
lス
が
あっ
て
もい
い
ん
じゃ
ない
か
と
思い
ま
す。
現に、

同
時
通訳で
活
躍し
てい
る
卒
業
生は
多く、
卒
業
生か
ら
の
強い
要
望
も
あ
り
ま
す。

｜｜日
本の
場
合、
専
門
的な
職
業人
の
養
成シ
ス
テム
が
弱い。
ぜ
ひ、
外
大で
も
やっ
てい
た
だ
き
たい
で
す

ね。
戦
前
期に
は、
正
規の
カ
リ
キュ
ラム
以
外に
選
科や
特
別
科といっ
た
多様なコ
lス
が
あ
り
ま
し
たね。

中
嶋
桑
原
武
夫の
父
上の
桑
原
騰
蔵とか、
東
大の
東
洋
史の
白
鳥
庫
吉
だ
とか
は、
皆、
そこ
で
学ん
でい
ま
す。

そ
うし
た
も
の
を
ま
た
何とか
つ
く
り
たい。
今
度の
答
申に
あっ
た一
年
制の
修士
課
程は、
社会
人
を
対
象に
し
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た
夜
間
主つ
lス
が
ふ
さ
わしい
ので
は
ない
か
と、
検
討
を
始め
てい
ま
す。

も
う一
つ、
私が
学長に
なっ
て
始め
たこ
と
に
三
年
次
編
入が
あ
りま
す。
こ
れ
は
非
常に
効
果が
あっ
て、
受

け
入れ
た
先生
方か
ら
も
好
評で
す。
き
ちん
と
目
的
意
識を
もっ
た
学生が
多く
て、
と
く
に
四
O、
五
O
代の
人

は、
東
大と
か一
橋
を
出た
人が
も
う一
回
本
格
的な
語
学を
や
りたい
と、
若い
学生
のリ
ー
ダ
ー
に
なっ
て
ディ

ペ
l
ト
を
やっ
た
りし
てい
ま
す。
学生
層の
多
様化は
ぜ
ひ
必
要で
すね。

｜｜生
涯
学
習や
リカレ
ン
ト
教
育に
外
国
語は
欠か
せ
ない
わ
けで、
ニ
ーズ
も
大きい
の
で
は
ない
でしょ
う

か。
大
学はこ
うい
うニ
1ズ
に
応
え
る
必
要が
あ
りま
すね。
議
論はし
てお
られ
る
の
で
すか。

中
嶋
やっ
てい
ま
す。
こ
の
間の
全
学
将
来
計
画
検
討
委
員会
ず、
「ポ
ス
トニ
O
O
O
年の
東
外
大
像」
プロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
lム
をつ
く
るこ
と
に
し
まし
た。

｜｜移
転
を
機に、
な
に
か
新しい
こ
と
を
さ
れ
る
の
で
すか。

中嶋
い
ま
私が
考えてい
る
の
は、
学
部
定
員と
大
学
院
定
員の
比
率を
大き
く
変え
るこ
とで
す。
英
語
専
攻
以

外は、
一
八
歳
前
後で
入
学し
て、
そこ
で
初め
て
違っ
た
語
学をや
る
わ
け
で
すか
ら、
言
葉の
習
得だ
けで
も二

年で
は
足
り
ませ
ん。
そ
れ
に
さ
らに
専
門
科
目を二
年や
る
わ
け
で
すが、
や
は
り
大
学
院ま
でい
か
ない
と、
語

学も
で
き
て
ディ
シ
プ
リン
も
身につ
く
とい
うこ
と
に
は
な
ら
ない。
そこ
を
何と
か
考え
よ
うと
先生
方に
問い

か
け
をし
てい
ま
す。
一
方で、
外か
ら
も
リス
ト
ラ
ク
チャ
リン
グ
を
迫
ら
れ
てい
ま
ずか
ら、
よ
り
社会
のニ
ー

ズ
に
合っ
た
形で
学生
を
送
り
出
すよ
うに、
カ
リ
キュ
ラム
の
内
容や
仕
組み
を
変えてい
か
な
くて
は
な
ら
ない

でしょ
う。

ア
ジ
ア
版
エ

ラ
ス
ム
ス
計
画
で
単
位
互
換

ーー先生は
U
M
A
P
（
アジ
ア
太
平
洋大
学
交流
機
構）
の
事
務
総
長に
な
ら
れ
た
よ
うで
すが、
こ
れ
は
ど
ん

な
組
織で
すか。

中
嶋
最
近の
始ま
りは一
九
九一
年で
すが、
一
九
九
八
年に
日
本に
国
際
事
務
局を
置い
て、
正
式に
ス
タ
ー
ト

す
るこ
と
が
決ま
り
まし
た。
E
U
（ヨ
ーロ
ッパ
連
合）
で
やっ
てい
るエ
ラス
ム
ス
計
画に
倣っ
てい
るの
で
す

が、
具
体
的に
は
①アジ
ア
太
平
洋地
域の
学
生・
教
職
員の
流
動
性を
高め
る、
②単
位
互
換のガ
イ
ド
ラ
イン
と

モ
デル
の
開
発、
③ニ
大
学
交流か
ら
多大
学
間
交流へ
移
行
す
る
方
法
の
提
供、
③
政
府や
地
域に
U
M
A
P
計
函

へ
の
支
援
方
法
を
提
供す
る、
な
ど
で
す。

‘

ーー加
盟
国は
何カ
国で
すか。

中
嶋
い
ま
は
ま
だ一
0カ
国
前
後で
すが、
こ
れか
ら
急
速に
増
えてい
く
で
しょ
う。
オ
ース
ト
ラ
リ
ア、
ニュ

ー
ジ
ー
ラン
ド、
日
本、
タ
イ、
韓
国、
台
湾が
当
面
の
理
事
国で
す。

ーl中
国は
ま
だで
すか。

中
嶋
話し
て
はい
ま
すが
ま
だ
で
す。
A
P
E
C
方
式で
中
国も
台
湾
も
両
方入っ
て
ほしい
と
思っ
てい
ま
す。

ー！日
本の
大
学は
ど
の
く
らい
加
入し
てい
る
ので
すか。

中
嶋
国
大
協も
私
学
連
盟
も
公
立
大
学協
会
も
入っ
た
の
で、
形
式
上は
全
部とい
うこ
と
に
な
りま
す。
た
だ、

具体
的に
は
個々
の
大
学がパ
イロ
ッ
ト
的に
や
るこ
と
に
な
りま
す。

｜｜ど
ん
なこ
と
か
ら
始め
る
の
で
すか。
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中
嶋
ま
ず
単
位
互
換で
しょ
うね。
U
C
T
S
（
U
M
A
P
クレ
ジッ
ト・
トラン
ス
フ
ァ
ー・
ス
キ
lム）
作
業

部
会とい
うU
M
A
P
の
下
部
機
関で、
単
位
互
換の
テ
クニ
カル
な
問
題
を
詰め
る
作
業をやっ
てい
ま
す。
た
だ、

ヨ
ーロ
ッパ
と
違っ
て、
アジ
ア
の
大
学は
制
度上
もレ
ベ
ル
上
も
格
差が
あ
り
ま
すし、
相互
補
完の
ネッ
トワ
ー

ク
も
ない
の
で、
なか
なか
難しい
問
題
も
あ
る
よ
うで
す。
こ
れが
詰まっ
た
ら
全
国の
大
学に
呼び
か
げ
て、
U

M
A
P
のス
キ
lム
でパ
イロ
ッ
ト
的に
や
る
とこ
ろ
を
募っ
てい
こ
うと
思っ
てい
ま
す。
ちょ
うど
今
度の
大
学

審
答
申で
も、
学
部の
卒
業に
必
要な一
二
四
単
位の
う
ち
他
大
学で
の
単
位
取
得
枠を三
O
単
位か
ら
六
O単
位に

増や
す
方
向が
出てい
る
の
で、
単
位
互
換は
や
りや
す
く
な
る
でしょ
う。
留
年し
な
く
と
も、
一
年
間、
協
定を

結ん
だ
大
学に
行っ
て、
ま
た
別の
大
学に
行く
とい
うこ
と
も
将
来は
可
能に
な
りま
す。

ーlア
メ
リカ
も
入っ
てい
る
の
で
すか。

中
嶋
こ
れか
ら
で
す。
ぜ
ひ
入っ
て
も
らい
たい
の
で
すが、
たぶ
ん
そ
うな
る
で
しょ
う。

｜｜た
だ、
入っ
て
く
る
と、
ア
メ
リカ
流の
国
際
標
準が
強
く
な
る
とい
う
問
題
も、
出て
く
る
の
で
は
ない
で

しょ
うか。
た
と
え
ば、
工
学
教
育で
は
国
際
的にエ
ン
ジニ
ア
とし
て
の
資
格を
認め
ら
れ
る
に
は、
か
くか
く
し

か
じか
の
カ
リ
キュ
ラム
で
な
け
れ
ば
な
ら
ない
とい
う
動きが
強
く
なっ
てい
る
よ
うで
す。
そ
れ
は
結局ア
メ
リ

カン・
ス
タン
ダ
ード
なん
で
すね。
国
際
社会で日
本の
学
位が
評
価さ
れ
ない
こ
と
に
な
る
と、
日
本の
大
学も

そ
ち
ら
の
方
向に
行か
ざ
る
を
え
な
く
な
る。

中
嶋
確か
に
ア
メ
リカン・
ス
タン
ダ
ー
ド
に
近づ
く
のか
もし
れ
ませ
ん
が、
私は
や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学が

国
際
的に
通用
す
る
よ
うに
な
ら
な
け
れ
ば
だ
め
だ
と
思い
ま
す。
私も
近
年、
カ
リフォ
ルニ
ア
大
学の
サン
ディ

エ
ゴ
校
大
学
院で一
年
間
教
鞭を
取り
まし
たが、
向こ
うの
大
学
院
生は
日
本の
院
生よ
り
ずっ
と
勉
強し
てい
ま

すね。
読む
本の
量が
圧
倒
的に
多い
し、
質
問も
鋭い。
こ
ち
らが
授
業す
る
の
も
必
死に
な
りま
す。

民
営
化
し
な
く
と
も
自
立
は
促
進

ーl国
立
大
学の
独
立
法
人
化論に
つい
て
は
先生は
ど
うお
考え
で
すか。
外
大の
よ
う
な
文
系の
単
科
大
学に

は
そ
の
可
能
性は
あ
る
の
でしょ
うか。

中
嶋
う
ちは
今
年で
建
学
＝
二ハ
年、
独
立一
O
O
周
年に
な
り
ま
すが、
い
い
か
悪い
か
は
別に
し
て、
こ
れ
ま

で
国
家に
支え
ら
れ
て
き
て
得た
も
の
は、
たい
へ
ん
大きかっ
た
と
思い
ま
す。
た
だ、
こ
れか
ら
の一
0
0
年
間

も
国の
丸
抱え
でい
い
か
とい
うと
疑
問が
あ
りま
す、
民
営
化ま
で
し
な
く
と
も、
大
学
自
身が
もっ
と
自
主
性を

もっ
て、
い
ろい
ろ
で
き
る
よ
うに
す
るこ
と
が
必
要だ
と
思い
ま
す。

ーl先
生の
仰る
通りで、
国立とい
う
設
置
形
態と、
大
学とし
て
の
運
営形
態は
別
問題
だ
と
思っ
てい
ま
す。

国
立
で
あっ
て
も、
もっ
と
自
立
的な
運
営は
で
き
る
は
ずで
す。
とこ
ろが
大
学の
先生
の
側に
は、
自
治の
思
想

は
あ
る
け
れ
ど
も
自
立
の
思
想が
ない。

中
嶋
ちょ
うど
中
国の
固
有
企
業と
同じ
で、
全
部
国に
ツ
ケ
を
回し
て、
自
分は
勝
手に
やっ
て
タッ
クス・
ペ

イ
ヤ
l
のこ
と
は
ほ
と
ん
ど
考え
ない
とい
う
思
想に
な
り
す
ぎ
てい
ま
す。
ま
ずは
意
識
改
革で
す。

｜｜移
転
も
あ
りま
すし、
社
会
人
向
け
の
夜
間
大
学
院の
可
能
性も
あ
る。
外
大はこ
れか
らや
りよ
うでお
も

し
ろい
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
りま
すね。

中
嶋
え
え。
私も
や
り
方に
よっ
て
は、
非
常に
将
来
性の
あ
る
大
学に
な
る
と
思っ
てい
ま
す。
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イ
ン

タ

ビ
ュ

ー

を

終

え

て

｜｜
天

野

郁

夫

名
前
で
拐
を
し
て
い
る
大
学
が
あ
る
の
で
は
な
い
か、

東
京
外
国
語
大
学
も
そ
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
か
と
思
う。

英
語

訳
は
「
フ
ォ
l
リ
ン
・

ラ
ン
ゲ
ー
ジ
ズ
」

で
は
な
く
「
フ
ォ
l
リ
ン
・

ス
タ
デ
ィ
l
ズ
」

だ
と
い
う。

考
え
て
み
れ
ば
確

か
に
そ
う
だ。

館
学
だ
け
を
教
え
て
い
る
大
晶
子
で
な
い
こ
と
は、

中
嶋
学
長
の
話
の
通
り
だ
し、

戦
前
期
に
す
で
に
文

科
・

貿
易
科
・

拓
殖
科
の
三
科
が
置
か
れ
て
い
た。

戦
時
中
に
は
「
外
事
専
門
学
校
」

に
校
名
変
更
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る。

「
元
組
」
「
本
家
」

国
際
派
大
学
な
の
で
あ
る。

そ
れ
な
の
に、

国
際
化
ブ
l
ム
の
な
か
で
存
在
感
が
務
い
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
の
は、

校
名
も
さ
る
こ
と
な
が
ら、

歴
史
や
伝
統
の
長
さ
の
ゆ
え
か
も
し
れ
な
い
。

二
O
O
O
年
に
は
府
中
へ
の
キ

ャ
ン
パ
ス
移
転
が
決
ま
っ
て
い
る。

中
国
研
究
で
知
ら
れ
る
中
嶋
学
長
の
も
と、

ま
さ
に一

二

世
紀
の
大
学
と
し
て、

新

し
い
伝
統
の
創
造
へ
の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
る。

次

世

代

の

た

め

の

改

革

を

広

島

修

道

大

学

． � 
.＜・－

..-. 
1
5
5
r
司
→
O
包
＝
o
＝
〉
→
〉
〈
〉

二

九

九

九

年

三

月

号）

市

川

太

一

一円一
＝
rmM
2ω

吋円三円一－

一

九
四
八
年
広
お
生
ま
れ。

七
O
年
燦
厄
裳
塾
大
学
法
学
部
政

治
学
科
卒
祭。

七
五
年
同
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
問
土
諜
程
政

治
学
専
攻
修
了。

法
学
楠博
士。

七
六
年
広
島
修
道
大
学
法
学
部
専

任
務
師。

八
三
年
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
客
員
研
究
員。

八
八
年

1

広
島
修
道
大
学
法
学
部
教
授。

八
九
年
度
庖
義
塾
大
学
訪
問

教
授。

九
二
年
広
島
修
道
大
学
法
学
部
長。

九
六
年
広
島
修
道
大

学
学
長
に
就
任
し、

現
在
に
至
る。

白
本
政
治
学
会、

日
本
弘
守一
大
学
連
盟、

社
会
福
祉
法
人
広
島

修
道
院、
（
財）

広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー、

広
島
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
協
会、

広
島
自
家
協
会、

広
島
日
級
協
会
の
各
理
g。

広
島
県

高
等
教
育
機
関
等
連
絡
協
総
会
代
表
幹
事。

中
国
経
済
連
合
会
広

綾
行
政
部
会
主
査。

広
島
テ
レ
ビ
番
組
審
議
会
安
員
長。

主
著
に
『「
世
襲」

代
議
士
の
研
究」
『
戦
後
日
本
政
治
の
あ
ゆ

み』
（
共
著｝
『
国
際
環
境
の
変
動
と
日
本』
（
尖一
き

な
ど
が
あ

’9
。
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